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        ＪＡグループ宮城は１月 21 

日、県選出国会議員と仙台市 

で新春懇談会を開きました。 

米政策の見直しについて、現 

場の不安・不満の声を訴える 

と共に、あらためて震災復興 

の加速化、環太平洋連携協定 

（ＴＰＰ）での国会決議遵守 

などを要請しました。 

 ＪＡグループからはＪＡ宮 

城中央会の菅原章夫会長をは 

じめ県内の全ＪＡ組合長ら 24 人が参加。国会議員は自民党の伊藤信太郎、民主党の郡和子、結 

いの党の林宙紀の各衆議院議員、日本維新の会の中野正志参議院議員の 4 人が本人出席。10 議 

員は秘書が代理出席しました。 

 菅原会長は「米、水田農業、農地、地域政策に現場の声が反映され、農家所得の安定と自給率 

向上に向けて、財政･施策運用が確実に図られるよう期待する」と語り、震災復興に向けて更な 

る支援の加速化などを要請しました。 

 伊藤議員は「農林水産関係の予算は補正を含めると前年の 120％に増えた。皆さんの意見を聞 

きながら、農家所得が増えるようにしていきたい」と語りました。 
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  ＪＡ宮城中央会の菅原章夫会長は 1 月 22 日、東京都内の復興庁を訪れ、谷公一副大臣に復興 

補助事業の期間延長の要請をはじめ、復興の現状と各ＪＡの要望事項について報告しました。 

 宮城県内では、入札不調や当初の想定を越える損害等で工事が完了していないという実態を説 
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明し、特に補助事業期間の弾力的な延長を強く要請しました。また、原発事故の賠償問題では、 

支払いが遅れている分野について、支援を求めました。 

  谷副大臣は「改善が必要な個別の問題については、さらに関係部署と相談しながら改善に向け 

て努力したい」と語りました。要請には佐藤純一常務が同行しました。 
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   ＪＡ宮城中央会は 1 月 30、31 

日の２日間、東京・大手町のＪＡ 

ビルにある農業・農村ギャラリー 

で「みやぎの農畜産物“復興応援” 

フェア」を開きました。 

 昨年、イチゴ団地が完成し復興 

が進むＪＡみやぎ亘理の「仙台い 

ちご」やＪＡ南三陸産の「春告げ 

野菜」などを販売し、復興をアピ 

ールしました。 

 「みやぎの環境保全米」や「仙 

台黒毛和牛」、宮城野豚「みのり」、 

ＪＡいしのまきの「ちぢみホウレ    旬の「仙台いちご」（もういっこ）旬の「仙台いちご」（もういっこ）旬の「仙台いちご」（もういっこ）旬の「仙台いちご」（もういっこ）がががが人気人気人気人気を集めましたを集めましたを集めましたを集めました    

ンソウ」、ＪＡ仙台の「曲がりねぎ」なども販売。購入した人には、切り餅（300㌘）やオリジ 

ナルエコバッグなどをプレゼントしました。 

 ランチタイムに数量限定で販売した「仙台黒毛和牛弁当」（700円）と宮城野豚を使った「み 

のり弁当」（600円）はあっという間に完売になりました。 
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  ＪＡグループ東京電力原発事故農畜産物損害賠償対策宮城県協議会は１月 21 日、東電への第 

29 次請求を２億 7,700万円とすることを決め、１月 31 日に請求しました。内訳は、牧草の利用 

自粛等に係る損害が１億 1,200万円、廃用牛の価格下落等の損害が１億 300万円など。 

  １月 20 日現在、同協議会の請求総額は 301億 400万円、受領総額は 221億 2,400万円で、請 

求対比 73.5％となっています。 
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    広島県を中心に活動している姉妹歌手「Ｍｅｂｉｕｓ」が１月 28日、宮城県農業高校を訪れ 

地元広島で行ったチャリティーライブの収益金を義援金として贈りました。岡田真実さんと妹・

賀江さんの 2 人は、「音楽で復興のお役にたちたい」と 2012 年 3月に初めて同校を訪れ、楽器を

プレゼントしました。以来、同校と交流が続いています。 

 この日は、自らが運営するインターネット番組で、生徒らの生の声を伝えようと収録も行いま

した。2 人は「震災を風化させることなく、これからも生徒たちや被災地の状況を伝え続けてい

きたい」と語りました。 
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